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基本施策 Ⅳ-12

個別施策 ②　シティ・プロモーションの推進

個別施策の
方向

　つくば市には、筑波山に代表される自然や歴史、世界に誇る科学技術といった魅力ある資
源が豊富に存在する。これらの魅力を発信するため、つくば市全体が主体となり”オールつ
くば”でシティ・プロモーションを推進し、誘客及び定住の促進を図る。
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34）シティ・プロモーション

平成28年度つくば市行政経営懇談会　評価結果

総合評価 Ｂ 施策の成果が一部確認でき、今後更に推進させるべきである。

提言
　戦略的にプロモーションを進めるために、対象を明確にし、他の事業・施策との連携や市民
の参画、結果のフィードバック等も含めさらなる展開を図っていただきたい。
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取組概要

・つくばの魅力を発信し誘客及び定住の促進を図るため、情報発信ツールの整備
・シビックプライドや市への愛着心を醸成するため、大学生と協働でＰＲ事業を実施
・職員に市のプロモーションに対する意識啓発とスキルアップを目的とするセミナーを実施
・地方創生推進交付金を活用し、移住・定住促進イベントの実施、動画や広報物を制作

成果

【プロモーション事業】
・筑波大学生と協働でつくばの魅力を発掘し発信する取組を実施（冊子・マップの制作等）
・職員向けにプロモーションに対する意識啓発・スキルアップを目的とするセミナーを27年度
に4回、28年度に6回、29年度に4回実施
【移住・定住促進事業】
・移住イベント実施（28年度：都内で7日、29年度：都内で2日・市内で2日）
・動画制作（8本）、広報物制作（4種類）

今後の
課題

【プロモーション事業】
公式FBの「いいね数」、公式インスタグラムのフォロワー数を増加させるため、今後も継続的
に公式ＳＮＳの整理集約や大学生協働事業の実施、職員向け意識啓発・スキルアップを目的と
するセミナーの開催を通じて、つくばの魅力を効果的に発信していく必要がある。
【移住・定住促進事業】
各自治体において移住・定住施策が活発化しており、他の自治体と差別化した効果的な施策展
開をしていく必要がある。

改善目標

【プロモーション事業】
市公式ＳＮＳの整理集約を進め、インフルエンサー（情報を広く拡散できるなど他者の行動に
強い影響を及ぼす人）にはたらきかける効果的な情報発信を行う工夫をすることで、FBの「い
いね数」、インスタグラムのフォロワー数を増加させていく。
【移住・定住促進事業】
関係人口の創出に向けた効果的な情報発信とともに、対象を明確にした上で定住を検討する
方々に対して訴求力のある事業へリメイクしていく。

自己評価（所管部署評価）

自己評価
記述

プロモーション事業、移住・定住促進事業ともに積極的に取組みを進めているが、今後はまち
づくりアドバイザーからの助言を得ながら、インフルエンサーを意識した効果的な情報発信に
よるプロモーションや、市として一貫性のある移住・定住施策を展開していく必要がある。
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